
 

 
 
前回のサンワライナーでは、定額減税のしくみをお伝えしました。今回は、適正な月次減税事務を行

うための事前準備事項の確認とそのポイントを見ていきましょう。 

―月次減税を行うまでにやるべきこと― 

☑控除対象者の確認 
 令和 6 年 6 月 1 日現在、給与の支払者のもとで勤務している人のうち、給与等の源泉徴収において源

泉徴収税額表の甲欄が適用される居住者の人(扶養控除等申告書の提出をしている人)を確認しましょう。

他の給与支払者に扶養控除等申告書を提出した場合には、控除対象者から外れますのでご注意ください。 
 
・扶養控除等申告書を提出していない人(令和 6 年 6 月 1 日以後の給与で乙欄や丙欄が適用される人) 
・令和 6 年 6 月 2 日以後に給与の支払者のもとで勤務することとなった人 
・令和 6 年 5 月 31 日以前に給与の支払者のもとを退職した人 
・令和 6 年 5 月 31 日以前に出国して非居住者となった人 

 
☑同一生計配偶者及び扶養親族の数の確認 

① 居住者である同一生計配偶者の確認 
扶養控除等申告書に記載された源泉控除対象配偶者のうち、合計所得金額が 48 万円以下の人は、同一

生計配偶者に該当しますので、扶養控除等申告書に記載された源泉控除対象配偶者が居住者であり、

かつ、「所得の見積額」が 48 万円以下であるかどうかを確認してください。 
② 居住者である扶養親族の確認 
扶養控除等申告書に記載された控除対象扶養親族及び 16 歳未満の扶養親族のうち、居住者である人の

人数を確認してください。 
③ 扶養控除等申告書に記載していない同一生計配偶者に係る申告 
扶養控除等申告書に記載していない同一生計配偶者や扶養親族がいる場合は、最初の月次減税事務を

行う時までに、控除対象者から「源泉徴収に係る定額減税のための申告書」の提出を受けてください。 

注意❕ 月次減税額は、最初の月次減税事務までに提出された扶養控除等申告書等により決定しますので、

その後に異動等があった場合には、年末調整又は確定申告で調整することになります。月次減税額を再

計算することはありませんのでご注意ください。 

 
 

 

令和６年５月号 

 SANWA LINER 
ＵＲＬ http://www.tkcnf.com/sanwa-kaikei/pc/  

※ ホームページも情報満載です。 

是非、ご覧下さい！！ 

税理士法人 

 三和会計事務所 
山形市浜崎 76 番地 7 

TEL：（023）624-3466 FAX：（023）624-3472 

  E-mail  :  sanwa-kaikei@tkcnf.or.jp      

 

 日 月 火 水 木 金 土 

5 

・ 

6 

月 

   1 2 3 ④ 

⑤ ⑥ 7 8 9 10 ⑪ 

⑫ 13 14 15 16 17 ⑱ 

⑲ 20 21 22 23 24 ㉕ 

㉖ 27 28 29 30 31 ➀ 

② 3 4 5 6 7 ⑧ 

⑨ 10 11 12 13 14 ⑮ 

 

 
5 月の主な税務 

 

■5/10(金)  ・4 月分源泉所得税・住民税の特別徴収税額の納付 

■5/31(金)  ・個人の道府県民税及び市町村民税の通知(特徴) 

・3 月決算法人の確定申告と納税 

・9 月決算法人の中間申告と納税 

・消費税の年税額が 400 万円超の 6 月,9 月, 

12 月決算法人の 3 月ごとの中間申告と納税 
 

■5 月中において都道府県の条例で定める日 

・自動車税(種別割)の納付 賦課期日…4月 1 日 

     

  

 

 

 

5月の税務カレンダー 

← QR で簡単に 

ホームページへ 

○同一生計配偶者になるのは、合計所得金額が 48 万円以下！ 
○定額減税の扶養親族には、16 歳未満の扶養親族も含まれる！ 

子供が生まれた場合など、申告書の提出が必要！ 

ポイント 

ポイント 

＜対象外となる人＞ 
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